
　
写
真
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
度
の
北

浦
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
写
真
で
す
。

　
日
本
で
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
国

民
皆
学
を
目
指
し
学
制
が
公
布
さ
れ
、
全
国
を

八
大
学
区
に
分
け
、
一
大
学
区
を
三
十
二
中
学

区
、
一
中
学
区
を
二
一
〇
小
学
区
に
区
分
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
宮
崎
県
は
小
学
区
分

ご
と
に
小
学
校
を
設
立
す
る
よ
う
通
達
、
地
域

に
よ
り
時
期
差
は
あ
り
ま
し
た
が
、
県
内
に
小

学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
旧
北
浦
町
域
に
は
、
廃
藩
置
県
後
、
古
江
村・

市
振
村
・
宮
野
浦
村
・
三
川
内
村
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、明
治
七
（
一
八
七
四
）

年
に
古
江
村
に
古
江
小
学
校
が
設
立
さ
れ
ま

す
。
古
江
小
学
校
は
当
初
村
落
小
学
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
四

月
に
尋
常
小
学
に
認
可
さ
れ
、
正
規
の
小
学
校

教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
古
江

小
学
校
に
次
い
で
、
市
振
小
学
校
・
宮
野
浦
小

学
校
な
ど
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、
町
村
制
施

行
に
伴
い
、
古
江
・
市
振
・
宮
野
浦
・
三
川
内

村
が
合
併
し
て
北
浦
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
同

四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
、
北
浦
村
で
は
教
育

振
興
や
経
済
状
況
が
検
討
さ
れ
、
古
江
・
市
振
・

宮
野
浦
・
直
海
の
各
小
学
校
が
合
併
し
て
北
浦

尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
二
年
後
の

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
は
高
等
科
が

併
置
さ
れ
、
北
浦
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】『
北
浦
町
史
　
史
料
編
第
一
巻
　
町
内
文
書
』

（
北
浦
町
、
一
九
九
四
年
）

▲ 大正７年度 北浦尋常高等小学校卒業写真（大正８年２月 17 日）　渡部嘉子氏提供
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駅
弁
は
、
駅
構
内
や
車
内
で
販
売
さ
れ
る
旅
客
向
け
の
個
性
豊
か
な
弁
当
で
あ

り
、
鉄
道
旅
の
お
供
と
し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
き
た
、
日
本
特
有
の
文
化

で
す
。

　
そ
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
明
治
一
〇
年
代
に
は
販
売

が
開
始
さ
れ
、
鉄
道
網
が
全
国
に
広
が
る
に
つ
れ
て
、
駅
弁
の
販
売
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
き
ま
す
。

　
延
岡
で
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
鉄
道
が
開
通
し
、
翌
年
に
日
豊
本
線

が
全
通
し
ま
す
。
延
岡
で
い
つ
か
ら
駅
弁
が
販
売
さ
れ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
確
認
で
き
る
最
も
古
い
も
の
は
、
福
寿
亭
が
製
造
し
た
「
御
寿
司
」
で
す
。

販
売
さ
れ
た
年
代
は
、
掛
け
紙
の
調
整
印
が
判
読
で
き
な
い
た
め
残
念
な
が
ら
詳

細
不
明
で
す
が
、「
金
二
十
銭
」
の
値
段
表
示
と
鐡
道
省
の
標
語
を
も
と
に
、
昭
和

一
〇
年
代
前
半
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
を
反
映
す
る
様
々
な
情
報
に
加
え
て
、
販
売
さ
れ
て
い
る
土
地

な
ら
で
は
の
名
所
名
物
や
流
行
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
駅
弁
の
掛

け
紙
は
人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
延
岡
に
ゆ
か
り
の
駅
弁
の
掛
け
紙
と
し
て
十
六
点
を
提
供
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
掛
け
紙
に
採
用
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
着
目
す
る
と
、
延
岡
な
ら

で
は
の
情
景
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
城
山
の
鐘
で
す
。
福
寿
亭
製

造
の
「
御
寿
司
」
で
は
、
城
山
を
代
表
す
る
桜
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
に
杉
の
家
が
製
造
し
た
「
特
製
弁
当
」
で
は
、
旅
を
愛
し

た
歌
人
若
山
牧
水
の
歌
「
な
つ
か
し
き
城
山
の
鐘
な
り
い
で
ぬ
お
さ
な
か
り
し
日
聞

き
し
ご
と
く
に
」
と
と
も
に
描
か
れ
て
お
り
、
鐘
の
音
に
も
思
い
を
は
せ
る
延
岡
な

ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
も
本
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
各
種
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
イ
メ
ー
ジ
化

さ
れ
る
旭
化
成
の
工
場
や
煙
突
に
つ
い
て
も
、
駅
弁
の
掛
け
紙
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
杉
の
家
が
製
造
し
た
昭
和
三
十
八
年
の
「
幕
の
内
弁
当
」
で

は
、
城
山
の
鐘
と
鮎
と
い
う
延
岡
名
物
と
と
も
に
煙
突
が
連
立
す
る
工
場
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
掛
け
紙
に
化
学
工
場
を
用
い
る
異
色
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
旅
客
に
延
岡
＝

工
業
都
市
と
い
う
印
象
を
強
く
与
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
弁
の
掛
け
紙
は
、
絵
葉
書
と
同
様
に
、
そ
の
時
々
を

反
映
し
た
資
料
と
し
て
、
製
造
さ
れ
た
当
時
の
延
岡
に
つ
い
て
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

1：御　寿　司　福寿亭、昭和 10 年代前半か、 20 銭
2：特製御弁当　杉の家、昭和 38 年、 150 円
3：幕の内弁当　杉の家、昭和 38 年、 150 円
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今
回
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
の
多
く
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か

け
て
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
高
度
経
済
成
長
期
を
背
景
に
旅
行
ブ
ー

ム
を
迎
え
て
お
り
、
主
要
な
移
動
手
段
で
あ
っ
た
鉄
道
旅
行
の
広
が
り
に
伴
い
、

駅
弁
も
多
様
化
が
進
み
、
よ
り
ご
当
地
色
の
あ
る
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

延
岡
に
お
い
て
は
、
水
郷
の
名
物
で
あ
る
鮎
を
用
い
た
駅
弁
が
登
場
し
ま
す
。

　
杉
の
家
で
は
、
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
か
ら
「
鮎
ず
し
」
の
販
売
を
開

始
し
ま
す
。
一
尾
の
鮎
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
舟
形
を
し
た
独

特
の
木
製
容
器
も
相
ま
っ
て
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寿
司
が
苦
手
な
人

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
鮎
の
か
ば
焼
き
弁
当
」
が
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）

年
に
誕
生
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
温
か
い
う
ち
に
食
べ
て
も
ら
わ
ね
ば
味
が
落
ち

る
と
い
う
こ
と
で
、
正
午
前
後
に
延
岡
駅
に
停
車
す
る
便
の
旅
客
を
対
象
と
し
た

限
定
商
品
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鮎
の
弁
当
が
で
き
な
い
シ
ー
ズ
ン
に
も
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
お

う
と
考
案
さ
れ
た
も
の
が
、「
釜
め
し
」
で
す
。
椎
茸
な
ど
の
延
岡
を
代
表
す
る

山
の
幸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
発
売
当
時
、
九
州
内
で
駅
弁
と
し
て

釜
め
し
を
販
売
し
て
い
た
駅
が
博
多
駅
と
延
岡
駅
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

旅
客
に
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、「
容
器
は
そ
の
ま
ま
ご
家
庭
で
一
合
の
御
飯

が
お
い
し
く
炊
け
ま
す
」
と
添
え
書
き
が
あ
り
、
食
べ
た
あ
と
も
楽
し
め
る
仕
様

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
特
色
あ
る
駅
弁
も
、
鉄
道
の
高
速
化
に
よ
る
利
用
時
間
の
短
縮
に
加

え
、
交
通
網
の
発
達
な
ど
に
よ
る
旅
客
の
減
少
の
影
響
も
あ
り
、
地
方
を
中
心
に

激
減
し
て
い
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
延
岡
も
そ
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
現
在
で
は
姿

を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
市
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、
延
岡
に
関
係
す
る
様
々
な
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
や
職
場
等
に
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

4：鮎 ず し　杉の家、昭和 38 年、150 円
5：鮎のかば焼き弁当　杉の家、昭和 45 年以降、600 円
6：釜 め し　杉の家、昭和 38 年、金額不明
7：椎茸弁当　梅の家、製造年代及び金額ともに不明

【 

参
考
文
献 

】・『
駅
弁
読
本
』（
上
杉
剛
嗣
、
枻
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

・『
宮
崎
日
日
新
聞
』（
一
九
六
一
年
二
月
三
日
）・『
宮
崎
日
日
新
聞
』（
一
九
六
七
年
二
月
九
日
）

・『
宮
崎
日
日
新
聞
』（
一
九
七
一
年
五
月
一
日
）・『
宮
崎
日
日
新
聞
』（
一
九
八
三
年
四
月
二
十
五
日
）
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部会通信
中世部会

▲史料調査風景（えびの市歴史民俗資料館） ▲現地踏査風景（梓峠） ▲調査風景（宮崎県埋蔵文化財センター）

▲人生儀礼の聞き取り調査風景 ▲令和５年度第２回目近現代部会 ▲史料調査風景（公益財団法人三井文庫）

古代部会 考古部会

民俗部会 近現代部会 近世部会

　延
岡
市
大
貫
町
に
あ
る
大
貫
貝
塚
は
、九
州

で
も
最
古
級
の
貝
塚
で
、こ
れ
ま
で
に
浜
田
耕

作
博
士
や
國
學
院
大
學
な
ど
に
よ
る
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。考
古
部
会
で
は
、そ
の
う
ち
宮

崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
保
管
し
て
い
る

昭
和
三
十
二（
一
九
五
七
）年
に
宮
崎
大
学
が
発

掘
調
査
し
た
資
料
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、そ
の
調
査
に
参
加
さ
れ
た
田
中
茂
氏

（
元
北
川
町
教
育
長
）に
も
当
時
の
写
真
を
見
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、貝
塚
の
状
況
等
に
つ
い

て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　上
半
期
に
続
き
、延
岡
市
域
に
お
け
る
古
代

官
道
ル
ー
ト
の
検
証
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

十
二
月
に
は
、資
料
の
所
在
を
新
た
に
確
認
で

き
た
明
治
時
代
の
南
方
地
区
の
字
図
を
中
心
に

写
真
撮
影
し
、ル
ー
ト
の
復
原
案
を
作
成
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、大
分
県
と
の
境
に
あ
る
梓
峠

や
、大
峡
と
稲
葉
崎
の
間
に
位
置
す
る
小
梓
峠

な
ど
の
踏
査
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
梓

峠
で
は
、明
治
時
代
以
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
古
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　五
月
に
実
施
し
た
市
内
の
神
社
が
所
蔵
す
る

棟
札
及
び
古
文
書
の
調
査
、並
び
に
石
塔
の
調

査
に
続
い
て
、十
一
月
に
は
、え
び
の
市
に
て
南

北
朝
時
代
の
古
文
書
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

三
月
に
も
市
内
及
び
県
北
地
域
で
の
史
料
調
査

を
予
定
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、こ
れ
ま
で
調
査

し
た
史
料
を
整
理
し
な
が
ら
本
編
の
執
筆
に
向

け
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。併
せ
て
、来
年
度
か
ら
は
県
外
に
あ
る
史
料

調
査
も
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　史
資
料
編
一
、二
の
刊
行
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。十
二
月
に
は
、公
益
財
団
法
人

三
井
文
庫（
東
京
都
）に
お
い
て
、譜
代
大
名
牧

野
氏
に
関
す
る
史
料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、今
後
、岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
三
浦
家

文
書「
日
録
」の
原
本
照
合
を
行
う
予
定
で
す
。

　延
岡
藩
主
に
関
す
る
史
料
の
み
な
ら
ず
、延

岡
の
地
方
文
書
調
査
も
進
め
て
お
り
、こ
れ
ま

で
に
市
内
各
公
民
館
所
蔵
史
料
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　十
一
月
に
今
年
度
第
二
回
目
の
近
現
代
部
会

を
開
催
し
、次
年
度
の
史
資
料
編
一
の
発
行
に

向
け
て
、掲
載
史
料
等
に
関
し
て
活
発
な
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　現
在
、近
現
代
部
会
で
は
、明
治
一
〇（
一
八

七
七
）年
に
勃
発
し
た
西
南
戦
争
に
関
す
る
史

料
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、明
治
大
学
博

物
館
所
蔵
内
藤
家
文
書
や
延
岡
城
・
内
藤
記
念

博
物
館
寄
託
史
料
を
閲
覧
し
た
ほ
か
、延
岡
市

内
の
公
民
館
な
ど
に
残
る
史
料
を
近
世
部
会
と

合
同
で
調
査
・
撮
影
す
る
な
ど
、延
岡
市
に
関
係

あ
る
史
料
調
査
と
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

　合
併
前
に
発
行
さ
れ
た
市
史
や
町
史
等
各
種

資
料
を
検
討
し
、今
後
調
査
対
象
と
す
べ
き
祭

り
や
年
中
行
事
の
特
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、市
北
部
を
中
心
に
、人
生
儀
礼
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
、そ
の
成
果
を
整
理
・
検
討
す
る

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。市
南
部
に
つ
い
て
も
、

人
生
儀
礼
に
関
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。さ
ら
に
、宮
崎
県
文
書
セ
ン
タ
ー

で『
神
社
明
細
帳
』を
含
め
た
精
査
や
、ひ
か
り

拓
本
に
よ
る
石
碑
の
読
み
取
り
調
査
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
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部会通信
中世部会

▲史料調査風景（えびの市歴史民俗資料館） ▲現地踏査風景（梓峠） ▲調査風景（宮崎県埋蔵文化財センター）

▲人生儀礼の聞き取り調査風景 ▲令和５年度第２回目近現代部会 ▲史料調査風景（公益財団法人三井文庫）

古代部会 考古部会

民俗部会 近現代部会 近世部会

　延
岡
市
大
貫
町
に
あ
る
大
貫
貝
塚
は
、九
州

で
も
最
古
級
の
貝
塚
で
、こ
れ
ま
で
に
浜
田
耕

作
博
士
や
國
學
院
大
學
な
ど
に
よ
る
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。考
古
部
会
で
は
、そ
の
う
ち
宮

崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
保
管
し
て
い
る

昭
和
三
十
二（
一
九
五
七
）年
に
宮
崎
大
学
が
発

掘
調
査
し
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資
料
の
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査
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進
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ま
す
。

さ
ら
に
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れ
た
田
中
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氏

（
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町
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せ
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い
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。
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岡
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峠
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ど
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ま
し
た
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梓
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で
は
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治
時
代
以
前
に
使
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れ
て
い
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と
思
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ま

し
た
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め
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せ
て
、来
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ら
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県
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に
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る
史
料

調
査
も
行
っ
て
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こ
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し
て
い
ま
す
。

　史
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に
向
け
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を

進
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大
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史
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査
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ま
し
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。ま

た
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催
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史
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史
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。
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岡
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託
史
料
を
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覧
し
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か
、延
岡
市

内
の
公
民
館
な
ど
に
残
る
史
料
を
近
世
部
会
と

合
同
で
調
査
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影
す
る
な
ど
、延
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市
に
関
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あ
る
史
料
調
査
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整
理
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進
め
て
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ま
す
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れ
た
市
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や
町
史
等
各
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資
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を
検
討
し
、今
後
調
査
対
象
と
す
べ
き
祭

り
や
年
中
行
事
の
特
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、市
北
部
を
中
心
に
、人
生
儀
礼
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
、そ
の
成
果
を
整
理
・
検
討
す
る

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。市
南
部
に
つ
い
て
も
、

人
生
儀
礼
に
関
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。さ
ら
に
、宮
崎
県
文
書
セ
ン
タ
ー

で『
神
社
明
細
帳
』を
含
め
た
精
査
や
、ひ
か
り

拓
本
に
よ
る
石
碑
の
読
み
取
り
調
査
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
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編
集
後
記

V
o
l.5

発
行
日
／
令
和
6
年
2
月
1
4
日

編
集

・
発

行
：

延
岡

市
教

育
委

員
会

 文
化

財
・

市
史

編
さ

ん
課

　
市

史
編

さ
ん

係
〒
8
8
2
-0
8
2
2
　
宮
崎
県
延
岡
市
南
町
2
丁
目
1
番
地
8

TE
L／
0
9
8
2
-2
2
-7
0
4
7
　
FA
X
／
0
9
8
2
-3
4
-6
4
3
8
　
印
刷
／
有
限
会
社
中
島
印
刷
所

延
岡
市
史
編
さ
ん
事
業
の

情
報
は
、
延
岡
市
役
所
H
P

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
号
で
紹
介
し
た
、
駅
弁
掛
紙
。
大
正

十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
日
豊
本
線
が
全

通
し
、
人
々
の
移
動
が
増
え
る
な
か
、
車

内
販
売
や
駅
弁
は
旅
の
楽
し
み
の
一
つ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

駅
弁
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
親
戚

の
叔
父
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
彼
が
幼
か
っ
た
頃
は
、
火
室
内
で
石

炭
を
燃
焼
し
、
発
生
し
た
蒸
気
を
推
進
力

に
客
車
を
牽
引
す
る
蒸
気
機
関
車
の
時
代

で
し
た
。
当
時
は
冷
房
も
な
く
、
夏
は
窓

を
開
け
て
外
気
を
取
り
入
れ
て
涼
み
な
が

ら
の
列
車
の
旅
で
し
た
。
幼
か
っ
た
頃
の

あ
る
夏
の
日
、
家
族
と
と
も
に
延
岡
か
ら

北
川
へ
向
か
う
汽
車
に
乗
り
ま
し
た
。
車

内
で
駅
弁
を
食
べ
よ
う
と
し
た
時
の
こ
と

で
す
。
汽
車
が
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
、
開
け

た
窓
か
ら
煤
煙
が
車
内
に
入
り
、
目
に
煙

が
入
り
何
も
見
え
な
く
な
っ
て
、
痛
く
て

泣
き
な
が
ら
駅
弁
を
食
べ
た
こ
と
が
今
で

も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
も
学
生
時
代
に
車
内
販
売
の
駅
弁
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
一
〇

月
に
東
海
道
新
幹
線
の
ぞ
み
・
ひ
か
り
内

で
の
車
内
販
売
も
中
止
と
な
る
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
い
て
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
今
で
も
各
地
で
駅
弁
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ご
当
地
グ
ル
メ
満
載

の
駅
弁
の
魅
力
は
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
人

気
を
博
し
て
い
ま
す
。

（
市
史
編
さ
ん
係
員
Ｉ
）


